
資料１

那賀保健医療圏構想区域における当面の

病床機能転換等について

○病床機能転換等 協議

（１）医療法人慈愛会 勝田胃腸内科外科医院

○今後の医療機能の目指す方向性

新たに内視鏡検査、リハビリ訓練室、健診センター、外来治療食

を展開し、地域医療の窓口を拡充し、患者と家族に身体的精神的に

も寄り添える医療施設として、地域に貢献していく。

○転換等の内容

病床１９床を全て廃止し、有床診療所から無床診療所へ変更

○変更の時期

令和２年１２月２８日

本年４月から６月にかけて実施した病床機能転換等に係る意向調査で

は、予定無しとの回答でしたが、その後医院の経営の問題により今年度中

に病床を廃止するとの申し出がありました。

資料２の現状の病床数は２０１９年７月１日現在の病床数のため、当該

医院の１９床廃止は反映しておらず、慢性期病床の不足はありませんが、

今後１４床不足することになります。しかしながら、当該医院が将来目指

す方向性、また那賀保健医療圏における地域医療構想の方向性と概ね合致

しているものと考えられますので、上記案件を調整会議として「了解する」

ことについて採決を実施します。別添「書面決議書」に御記入の上、御提

出ください。（１０月２３日〆切）



様式②　病床機能の転換等について

（備考） （転換の概要）

(注) 平成30年7月1日～令和元年6月30日までの病床稼働率

入院基本料 又は 特定入院料 病床数

医療機関名 医療法人慈愛会　勝田胃腸内科外科医院

　　現在の病床機能【概要】 ＜令和２年９月現在＞ 　　転換・廃止等の予定 ＜令和３年１月以降＞

　病棟を廃止し、新たに内視鏡検査、リハビリ訓練室、健診センター、外来治療食を展開
し、地域医療の窓口を拡充していきたいと考えています。
　今後、当院の理念である「患者様家族様の立場に立ち心を救う医療を実践する。」とい
うことを目的に、施設内を整備し環境をよくすることにより、移動手段や検査体制を整
え、患者と家族に身体的精神的にも寄り添える医療施設として、地域に貢献し根付いてい
けるよう取り組むことに努めていきたいと思います。

　慢性期病床　１９床　　　一般病床　　７床
　　　　　　　　　　　　　療養病床　１２床

病棟数 入院基本料 又は 特定入院料 病床数

高度急性期 高度急性期

機能区分 病棟数 稼働率(注) 機能区分

急性期

回復期 回復期

急性期

慢性期 0 0

病棟閉鎖のため

慢性期 1 有床診療所入院基本料２ 19

　　現在の病床機能【詳細】 　　転換・廃止後における診療所のあり方

計 0 － 0

計 1 － 19 － 介護医療院
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第８回地域医療構想調整会議(那賀保健医療圏構想区域) 

書 面 決 議 書 

 

（記入日）令和  年  月  日 

 

和歌山県地域医療構想（那賀保健医療圏構想区域） 

調整会議 議長様 

 

 

構成機関名                    

 

委員名(職氏名)                  

 

議題１（決議事項案件） 

那賀保健医療圏構想区域における当面の病床機能転換の予定等について（資料１） 

 

異議なし  ・  異議あり 

（異議ありの場合はその内容を具体的にご記入ください。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「異議なし」または「異議あり」のどちらかに ○ をしてください。 

※令和２年１０月２３日（金）までにＦＡＸ等で岩出保健所保健課まで報告願います。 

なお、期日までに報告がない場合は「異議なし」として取り扱います。 

※決議の結果及び委員から提起されたご意見については、集計後、全委員へ報告させてい

ただきます。 

 

議題１(資料１) 別紙 


